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米貿易赤字 最大に 
中国に対する赤字額も増加し 過去最大へ 

 米商務省が発表した2018年通年のモノの貿易赤字額が12年ぶりに過去最高となる。 
 トランプ米大統領の保護主義的な通商政策にも関わらず貿易赤字は拡大。 
 支持層から通商策に対する不満が高まれば、トランプ米大統領の貿易相手国への強硬姿勢が高まる可能性も。 

（審査確認番号 2018-TＢ513） 

 3月6日に米商務省が発表した2018年通年の
貿易統計（通関ベース）によると、モノの貿易
赤字額が前年比10.4％増加の8,787億200万ド
ルとなり、2006年以来12年ぶりに過去最大を
記録しました（図表1）。米国の貿易額のおよ
そ5割を占める中国に対する貿易赤字も過去最
高となりました（図表2）。トランプ米大統領
は就任以来、不公平な競争条件から米国の製造
企業を守る必要があるとし、保護主義政策を進
めてきました。2018年は中国や日本、欧州に
対し強硬な通商政策を相次いで実行しました。
しかし、保護主義的な通商政策にも関わらず、
貿易赤字は拡大となったことから、トランプ大
統領は貿易相手国に赤字縮小の要求をさらに強
く迫ることになりそうです。 

出所）図表1、2は米国商務省のデータをもとにニッセイアセットマネジメントが作成 

図表1：貿易赤字は12年ぶりに最大となる 

 貿易赤字額を国・地域別に見てみると、対中
国が前年比11.6％増の4,192億ドルとなり、2
年連続で過去最大となりました。また対日本
は前年比1.8％減の676億ドルとなりました。
このほか、対メキシコや対欧州連合（ＥＵ）
の貿易赤字も拡大し、過去最大となりました。 

 足元、米景気は堅調に推移しており、貿易赤字拡大に対する支持層の反発はみられないものの、景気
が減速した場合、通商政策への不満が表面化することも考えられます。トランプ米大統領が、貿易赤
字に対し特に敵対視する国・地域へさらなる強硬策を実施する可能性もありそうです。 

 米国も貿易相手国・地域からの報復関税によ
る影響を受け、自動車や農産品を中心に輸出
が不調となり、特に主力品である大豆は2018
年7月以降、大幅減となりました。一方で、 
中国からの輸入は増加となりました。 

※米国のモノの赤字の推移 

※国・地域別の貿易額の割合（2018年） 

図表2：中国は米国の主要な貿易相手国 
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株式市場の動き 

 日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で
上昇しました。米株高を受けた投資家心理の改
善を背景に、週初は上昇してスタートしました。
利益確定の売りに押され、下落する場面もあっ
たものの、米株式市場においてハイテク株が上
昇した流れを受け、半導体関連株を中心に上昇
し て 週 末 を 終 え ま し た （ 週 末 引 け 値 ：
21,627.34円）。 

 
 週間では、日経平均株価は0.82%の上昇、東証

株価指数は0.90％の上昇でした。   

（1）日本の株式・債券市場 

週間市場レポート 
（2019年3月18日～3月22日） 

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメントが作成 

債券市場の動き 

 日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で低下となりました。20日（水）に米連邦公
開市場委員会（ＦＯＭＣ）の結果発表を控え、
週前半は様子見ムードとなりました。米連邦準
備制度理事会（ＦＲＢ）がハト派※的な姿勢を
強めたと受け止められると、米長期金利が低下
し、その流れを受け週末は低下となりました
（週末引け値：－0.069％）。 
 

 週間では、0.035%の低下となりました。 

（審査確認番号 2019-TB1） 

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメントが作成 

※金融緩和推進派 



市場の動き 

 米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で下落
しました。米中貿易交渉の先行き不透明感や、
ＦＯＭＣを控え、週初は軟調な展開となりまし
た。ハト派な内容となったFOMCを受け週央
は上昇したものの、週末は軟調な米国や欧州の
経済指標を受け下落となりました。（週末引け
値：25,502.32ドル）。 
 

 週間ではNYダウは1.34％の下落となりました。 

（2）米国の株式市場 

（3）外国為替市場 

市場の動き 

 米ドル/円相場は、前週末比で円高米ドル安と
なりました。FOMCでＦＲＢが金融引き締め
に慎重な姿勢を強めたとの見方から、円買い米
ドル売りが優勢となりました（週末引け値：
109円90銭～110円00銭）。 
 

 週間では米ドル/円は1.40％の円高、ユーロ/
円は1.61％の円高となりました。 

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメントが作成 

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメントが作成 



【当資料に関する留意点】 
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